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*人口  男４０８ 女４３３ 

         計 ８４１人 

私たちの区 郷づくり全開２００５夏（木造・河川景観） １ 

  〃        （イベント・花卉育成） ２ 
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人権標語に挑戦 ひとこと ７ 
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甲良町夏祭り ７／３０ 
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六

月

二

十

五

日

(

日)

、
区
内
お
よ
び
ス

ポ
ー
ツ
公
園
の
樹
木

の
消
毒
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
七
月
三
日

(
日)
の
午
後
、
集
会

所
、
桃
源
郷
の
松
や

生
け
垣
の
選
定
作
業

を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

当
日
は
雨
の
降
る

中

の

作

業

で

し

た

が
、
休
む
間
も
惜
し

ん
で
終
日
作
業
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

             

 

老
朽
化
し
て
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
必

要
が
あ
っ
た
水
車

を
修
理
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
公
園
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
一
層

豪
華
な
も
の
に
改
修

し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

鯉
を
野
鳥
か
ら
守

る
防
護
ネ
ッ
ト
も
集

会
所
と
ス
ポ
ー
ツ
公

園
の
池
に
か
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

《木造、環境美化推進部会》 

《河川景観推進部会》 
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四
月
二
十
九
日
に
と
う
も
ろ
こ

し
の
種
を
ま
き
、
五
月
十
四
日
に

五
千
本
を
定
植
、
七
月
二
十
四
日

に
収
穫
し
ま
し
た
。
今
年
は
六
月

上
旬
ま
で
雨
が
降
ら
ず
、
生
育
不

良
の
実
が
多
か
っ
た
の
は
残
念
で

す
が
、
味
の
方
は
た
い
へ
ん
甘
く

お
い
し
い
も
の
で
し
た
。 

 

区
内
の
販
売
で
は
、
約
四
十
人

の
方
に
買
っ
て
い
た
だ
き
、
七
万

円
程
の
売
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

七
月
三
十
日
に
は
、
甲
良
町
夏

祭
り
に
参
加
。
河
川
部
会
と
共
同

で
焼
き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
つ
り
を
出
店
し
ま
し

た
。 

 

テ
ン
ト
の
屋
根
に
は
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
飾
り
、
夜
に
な
る

と
下
之
郷
の
テ
ン
ト
が
ひ
と
き
わ

目
を
ひ
き
、 

 

九
時
の
閉

店
ま
で
お
客

が
絶
え
な
い

盛
況
ぶ
り
で

し
た
。 

 
 

《花卉育成推進部会》 

《イベント企画推進部会》 

 

八
月
二
十
日
、
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
た
。
各
組
が
丹
精
込
め
て
育
て

ら
れ
た
サ
ル
ビ
ア
。
厳
正
な
る
審
査
の
結

果
、
次
の
各
組
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

金
賞 

 

第
五
組 

銀
賞 

 

第
一
組 

努
力
賞 

第
二
組 

第
九
組 

第
十
一
組 

 
 

 
 

第
十
二
組 

第
十
三
組 

   

【
金
賞
の
第
五
組
花
壇
】 
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太
平
洋
戦
争
終
結
か
ら
六

十
年
目
の
夏
を
迎
え
ま
し

た
。
八
月
十
五
日
早
朝
、
戦

争
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
戦
没

者
の
方
々
の
追
弔
会
が
、
改

修
さ
れ
た
墓
地
前
で
し
め
や

か
に
行
わ
れ
、
遺
族
の
方
々

も
お
参
り
さ
れ
ま
し
た
。 

 

戦
没
者
墓
地
の
改
修
に
つ

い
て
は
遺
族

会
の
か
ね
て

か
ら
の
願
い

で
あ
り
ま
し

た
が
、
戦
後

六
十
年
の
節

目
の
今
年
、

若
松
先
生
の

寄
進
と
区
か

ら
の
助
成
金

に
よ
り
着
工

の

運

び

と

な

り
、
七

月

初

旬
、
見
違
え
る
よ
う
な
立
派

な
墓
地
に
改
修
さ
れ
ま
し

た
。 

 
 【

区
長
挨
拶
】 

  

今
や
戦
後
生

ま
れ
の
者
が
大

半
と
な
り
、
か

の
戦
争
に
つ
い
て
の
記
憶
は

薄

れ
、
風

化

す

る

一

方

で

す
。
そ

し

て

今
、
日

本

で

は
、
虐
待
、
親
殺
し
、
子
殺

し
と
い
っ
た
、
六
十
年

前
に
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
な
悲
惨
な

で
き
ご
と
が
起
き
て
い

ま
す
。 

 

今
年
、
こ
の
よ
う
に

立
派
に
改
修

さ
れ
た
こ
と

を
契
機
に
、

あ
の
悲
惨
な

戦
争
を
二
度

と
繰
り
返
さ

な
い
と
い
う

強
い
思
い
を

孫
子
に
ま
で

伝
え
て
い
か

ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
思

い

と

と

も

に
、
日
本
の

あ
る
べ
き
姿

を
考
え
て
い

か
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ

う
か
。 

  

 

今
の
日
本
（
下
之
郷
）
の

繁
栄
の
礎
と
し
て
貴
い
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
々
を
私
た
ち

は
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
こ
に
、
謹
ん
で
戦
死
さ

れ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載

さ
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

松
宮
源
一
(等

) 
 

西
澤
佳
久
(伸

浩
) 

 

若
松
嘉
一

郎
・
繁
信
(嘉

一
) 

二
階
堂
正
雄
(正

七
) 

上
野

清
右
ヱ
門
(清

蔵
) 

 

井
戸
牛
吉
(良

夫
) 

 

松
宮
半
次

郎
(利

治
) 

 

川
並
彦
三
(繁

彦
) 

 

川
並
幸
一
(孝

一
) 

 

神
辺
幸
次
郎
(幸

夫
) 

 

川
並
義
一
(和

男
) 

 

川
並
勘
五

郎
・
重
男
(勇

雄
) 

古
川
貞
三
(耕

資
) 

 

松
原
幹
三
(利

信
) 

 

阪
東
長
三

郎
(清

治
) 

 

上
野
正
太

郎
(正

之
) 

 

時
永
忠
三
(清

) 
 

阪
東
辰
三
(康

生
) 

井
戸
米
吉
(喜

平
) 

 

西
堀
永
吉
(良

三
) 

 

松
宮

久
右

ヱ
門

(清
太

郎
) 

辻
忠
三
郎
(武

男
) 

 

藤
居
一
男
(桂

三
) 

 

松
宮
留
吉
(増

治
) 

 

西
堀
傳
次
郎
(與

一
) 

 

安
澤
正
弘
(英

治
) 

 

辻
忠
兵
衛
(忠

一
) 

 

若
松
増
三
郎
(健

一
) 

 

西
堀
平
左
ヱ
門
(光

生
）

 
 

藤
居
惣
次
郎
（
和
子
）

 
 

古
川
新
造
（
浩
之
）

 
 

上
野
定
信
（
信
男
）

 
 

松
宮
勝
次
郎
（
伊
三

郎
）
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七
月
十
五
日(

金)

、

「
お
た
が
い
さ
ま
の
ま
ち

づ
く
り
講
座
」
が
開
か

れ
、
「
滋
賀
県
の
地
震
防

災
対
策
」
と
題
し
て
県
民

文
化
生
活
部
総
合
防
災
課

地
震
対
策
室
長
の
青
木
達

氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。 

甲
良
町
に
大
き
な 

 

地
震
は
来
な
い
？ 

  

い
い
え
、
滋
賀
県
湖
西

地
方
で
阪
神
大
震
災
ク
ラ

ス
、
震
度
７
の
地
震
が
起

き
る
可
能
性
は
非
常
に
高

い
の
で
す
。
（
全
国
で
六

番
目
に
高
い
発
生
確
率
） 

 

私
た
ち
甲
良
町
の
場

合
、
湖
西
地
方
の
地
震
と

と

も

に
、
東

南

海

地

震

（
紀
州
沖
地
震
）
に
よ
っ

て
も
震
度
５
弱
程
度
の
地

震
に
襲
わ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
震
度
５
弱
と

は
、
〔
棚

の

食

器

が

落

ち
、
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る

こ

と

が

あ

る
〕
で

す

か

ら
、
大
変
危
険
で
す
。 

 

過
去
の
地
震
被
害 

 
■
濃
尾
地
震 

 
（
一
八
九
一
年
） 

 

滋
賀
県
東
北
部
３
０
％

が
激
震
、
残
り
の
南
西
部

７
０
％
が
烈
震
地
域
と
な

る
。 

  

■
姉
川
地
震 

 

（
一
九
〇
九
年
） 

 

死
者 

 
 

 

三
五
人 

 

負
傷
者 

 

六
四
三
人 

 

全
壊
家
屋 

九
七
二
戸 

 

半
壊
家
屋
二
三
六
七
戸 

  

地
震
が
起
き
た
ら
？ 

 

《
発
生
》 

 

身
を
守
る
こ
と
に
徹
し

ま
す
。
机
や
ベ
ッ
ド
の
下

に
身
を
か
く
し
、
寝
て
い

る

と

き

は

ふ

と

ん
・
枕

（
ま
く
ら
）
で
頭
を
守
り

ま
す
。 

 

《
避
難
》 

 

地
震
は
二
十
秒
で
お
さ

ま
り
ま
す
。
ざ
ぶ
と
ん
で

頭
を
守
っ
て
逃
げ
ま
し
ょ

う
。 

避
難
す
る
と
き
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

・
火
を
消
す 

・
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を 

 

落
と
す 

・
屋
外
に
出
る
と
き
は
割 

 

れ
た
ガ
ラ
ス
や
瓦
等
が 

 

落
ち
て
こ
な
い
か
十
分 

 

注
意
し
ま
す
。 

 

■
緊
急
避
難
場
所 

 

下
之
郷
農
事
集
会
所
が

避
難
場
所
で
す
。 

  

八
月
十
六
日
に
も
宮
城

県
で
地
震
が
あ
り
ま
し

た
。
「
い
つ
か
来
る
」
と

い
う
危
機
意
識
を
も
っ

て
、
日
頃
か
ら
で
き
る
防

災
対
策
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。 
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八
月
二
十
日
、

地
蔵
盆
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

昼
間
に
は
河
川

部
会
企
画
に
よ
る

鯉
の
放
流
が
あ

り
、
夕
方
か
ら
は

楽
し
い
催
し
物
。

ゆ
か
た
姿
の
女
の

子
た
ち
や
親
子
連

れ
の
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
り
、
出
店

や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
下

之
郷
馬
場
は
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。 

 

鯉
ヘ
ル
ペ
ス

の
流
行
で
、

激
減
し
て
し

ま
っ
た
区
内

の
鯉
。
子
ど

も

た

ち

の

放

流

し
た

鯉

が
大

き

く
育
っ
て
ま

た

区

内

の

川
を

悠
々

と
泳
い
で
く

れ

ま

す

よ

う
に
。 
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下之郷の

   
   

    
    

    
  

   
   

         

沿 

革 
 

こ
の
ひ
ろ
ば
は
下
之
郷
耕
地
組
合
が
管

理
し
て
い
た
灌
漑
用
水
南
池
跡
を
整
備
し

た
も
の
で
す
。 

 

そ
も
そ
も
耕
地
組
合
の
揺
籃
を
尋
ね
る

と
下
之
郷
の
田
用
水
の
慢
性
的
不
足
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
特
に
大
正
十
一
年
か

ら
三
ケ
年
続
い
た
大
旱
魃
に
潅
漑
用
水
池

の
掘
削
の
必
要
性
を
痛
感
協
議
し
た
結
果
、

桂
城
川
掛
リ
を
除
き
村
の
西
に
ニ
ケ
所
池

を
掘
る
こ
と
に
決
定
し
、
大
正
十
四
年
二
月

に
下
之
郷
耕
地
組
合
を
組
織
、
三
月
に
総
会

を
開
催
、
先
ず
南
池
の
工
事
に
着
工
、
同
年

十
一
月
二
十
八
日
に
完
成
、
十
二
月
に
は
北

池
の
工
事
着
工
と
矢
継
ぎ
早
の
対
応
が
な

さ
れ
た
の
で
す
。 

 

昭
和
二
十
一
年
に
犬
上
ダ
ム
が
完
成
し

こ
の
南
北
両
池
の
目
的
は
終
リ
ま
す
が
、
昭

和
二
十
九
年
に
簡
易
上
水
道
の
水
源
と
し

て
再
び
脚
光
を
あ
び
ま
す
。 

 

し
か
し
そ
の
後
昭
和
四
十
三
年
の
甲
良

町
上
水
道
の
完
成
に
伴
い
用
水
池
は
完
全

に
終
焉
を
迎
え
長
期
間
放
置
さ
れ
た
ま
ま

で
し
た
が
、
平
成
十
六
年
に
農
村
総
合
整
備

モ
デ
ル
事
業
の
一
環
と
し
て
ち
び
っ
こ
ひ

ろ
ば
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

平
成
十
七
年
三
月
吉
日 

 

下
之
郷
区
長
記
録
よ
り 

 

大
正
十
三
年
の
項 

 

五
月
二
十
六
日
大
字
八
町
区
長
外
三
名

番
水
の
件
に
つ
き
相
談
に
来
る
…
…
用
件

は
本
年
よ
り
大
字
四
十
九
院
、
石
畑
は
池
水

に
て
田
用
水
は
充
分
故
川
水
の
必
要
な
く
又

経
費
の
負
担
に
困
る
故
取
下
せ
ず
鬮
〔
く

じ
〕
も
引
か
ぬ
と
、
八
町
は
従
来
ど
お
り
番

水
の
取
下
げ
致
し
度
故
必
要
の
場
合
は
単

独
番
水
の
願
出
の
承
認
を
前
以
て
頼
み
に

来
た
…
…
と
の
こ
と
…
…
…
下
之
郷
は
未

だ
池
も
無
く
…
…
云
々 

 

八
月
十
九
日
明
七
ツ
時
出
鐘
な
る
二
の

井
側
に
於
い
て
不
穏
の
兆
有
り
一
同
一
の

井
に
走
る
…
…
云
々 

 

八
月
二
十
二
日
朝
金
屋
有
志
よ
り
下
之

郷
の
現
状
気
の
毒
故
の
話
あ
り
云
々
…
…

金
屋
の
番
水
貰
う 

 
※
周
辺
村
に
て
石
畑
用
水
池(

現
在
も
稼

働
中)
が
は
じ
め
て
掘
削
さ
れ
た 

 

大
正
十
四
年
の
項 

 

そ
も
そ
も
耕
地
整
理
組
合
の
起
因
は
大

正
十
一
年
同
十
二
年
同
十
三
年
の
三
ケ
年

引
き
続
き
大
旱
魅
に
鑑
み
潅
漑
用
水
池
の

必
要
を
感
じ
同
十
三
年
十
二
月
各
川
筋
の

自
作
農
者
よ
り
よ
り
協
議
し
其
の
結
果
区

長
へ
申
出
ら
れ
協
議
員
の
協
議
を
経
て
地

主
一
同
へ
協
議
候
処
地
主
側
に
於
い
て
も

当
時
耕
地
の
剰
余
を
来
し
つ
つ
あ
る
時
な

れ
ば
水
を
潤
沢
に
し
て
耕
作
上
の
安
定
を

測
る
べ
き
必
要
あ
り
土
地
所
有
者
一
同
集

会
に
集
会
を
重
ね
て
愈
々
村
内
一
致
を
以

て
耕
地
整
理
組
合
を
組
織
し
灌
漑
池
の
掘
削

に
協
議
概
ね
纏
る
然
る
所
桂
城
川
掛
り
に
於

い
て
纏
り
兼
候 

宮
の
東
に
池
を
堀
り
逆

水
に
て
桂
城
川
へ
出
す
協
議
云
々
… 

に
付
き
桂
城
川
掛
り
を
除
き
共
通
経
費
を

以
て
村
の
西
に
二
ケ
所
の
池
を
掘
る
事
に
協

議
決
定
し
漸
く
耕
地
整
理
組
合
の
基
礎
確

定
せ
り 

  

二
月
十
日
午
後
一
時
各
川
筋
委
員
集
会
耕

地
整
理
組
合
長
上
野
孫
太
郎
ほ
か
を
選
出 

 
 

二
月
十
三
日
滋
賀
県
庁
へ
願
出 

 
 

三
月
一
日
県
技
手
二
名
来
郷
南
北
ニ
ケ

所
の
敷
地
指
定
せ
ら
れ
た
り 

 
 

三
月
六
日
午
後
一
時
よ
り
総
会
を
開
催 

 
 

三
月
十
日
南
池
地
鎮
祭
執
行 

工
事
着
手 

 
 

十
一
月
二
十
八
日
工
事
完
成 

 

十
二
月
八
日
北
池
地
鎮
祭
執
行 

工
事
着

手
（
完
成
の
記
録
欠
如
大
正
十
五
年
中
に
完

成
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ

る
） 
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今
月
号
は
、
「
難
解

語
に
挑
戦
」
は
お
休
み

し
、
「
人
権
標
語
に
挑

戦
」
で
す
。 

 
毎
年
、
甲
良
町
で
人

権
標
語
の
募
集
が
あ
る

の
で
す
が
、
下
之
郷
か

ら
の
応
募
が
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
、
下
之
郷
広

報
愛
読
者
の
皆
さ
ん
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
の
で
す
。 

 

人
権
に
関
す
る
標
語

な
ら
ど
ん
な
も
の
で
も

結
構
で
す
。
応
募
い
た

だ
い
た
方
全
員
に
、
区

同
推
協
か
ら
記
念
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。 

 

ま
た
、
そ
の
作
品
は
町
に
も
応

募
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま

す
。 

 

ぜ
ひ
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。 

 
 

 

短歌クラブ７月

の詠草から 

氏
名
の
み
文
芸
欄
に
て
知
る
人
の
こ
こ
四 

五
か
月
名
前
の
見
え
ず 

 
 

 

川
並 

千
町 

 

わ
が
帰
り
を
待
ち
て
息
子
ら
が
地
震
ニ
ュ
ー
ス
聞
き
案
じ
し
が
心
う
つ 

 
 

上
野 

り
ゑ 

 

て
き
ぱ
き
と
動
い
て
く
れ
る
嫁
た
ち
あ
り
し
日
偲
ぶ
夫
三
回
忌 

 
 

 
 

 
藤
居 

和
子 

 

沖
縄
よ
り
大
正
琴
の
友
来
る
ち
う
に
集
い
て
手
土
産
作
る 

 
 

 
 

 
 

 

川
並
み
よ
子 

 

昨
夏
に
も
増
し
て
暑
か
っ
た
夏
も
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
一
時
は
、
平
成
六
年
の
時
の
よ
う
な
大
干
ば

つ
に
な
る
の
で
は
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
七
月

以
降
適
度
の
雨
に
も
恵
ま
れ
、
豊
作
の
秋
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
夏
祭
り
、
地
蔵
盆
と
毎
年
恒
例
の
行
事
が
滞
り

な
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
こ
と

が
平
和
の
証
で
あ
る
こ
と
を
戦
後
六
十

年
目
の
夏
、
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。 

そ
の
言
葉 

相
手
は
心
で 
聞
い
て
い
る 

気
が
つ
い
た 

そ
の
時
つ
み
と
る 

差
別
の
芽 

知
ら
ん
ぷ
り 

見
て
見
ぬ
ふ
り
も 

い
じ
め
だ
よ 

や
さ
し
さ
は 

人
と
人
と
を 

つ
な
ぐ
も
と 

ち
が
う
と
こ 
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
ど 

み
な
人
間 

人
権
を 

守
っ
て
つ
く
ろ
う 

明
る
い
未
来 

 

広
げ
よ
う 

笑
顔
あ
ふ
れ
る 

人
の
和
を  

人
権
標
語
の
例
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ

を
参
考
に
し
て
、
す
て
き
な
標
語
を
お
考
え
く
だ
さ

い
。 

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心 

ま
ず
家
庭
か
ら 

ふ
っ
と
出
た 

言
葉
で 

は
っ
と
我
を
見
る 

■
毎
回
賞
品
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
答
を
出
す
の
が
楽
し

み
で
い
ま
す
の
で
賞
品
は

い
た
だ
か
な
く
て
も
い
い

で
す
ヨ
。
（
川
並
孝
裕
） 

■
天
災
、
人
災
と
地
球
の

上
は
苦
難
ば
か
り
。
人
間

の
本
質
を
問
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ

ん
。
年
寄
り
に
は
何
も
分

か
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

（
上
野
文
子
） 

■
体
力
の
低
下
で
毎
日
の

よ
う
に
去
年
の
今
頃
は
こ

ん
な
に
暑
い
こ
と
な
か
っ

た
な
ー
っ
て
繰
り
返
し
言

う
け
ど
、
六
十
年
ほ
ど
前

の
熱
帯
夜
っ
て
何
度
ぐ
ら

い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
ち
ょ
っ
と
教
え
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。 

 
 

（
阪
東
き
ぬ
） 

■
今
回
の
漢
字
は
難
し

か
っ
た
で
す
。
こ
ん
な
漢

字
だ
っ
た
の
か
と
新
発
見

も
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

（
安
澤
亜
恵
） 

■
こ
の
あ
い
だ
、
他
所
よ

り
下
之
郷
へ
来
ら
れ
た
方

が
、
「
何
と
い
う
美
し
い

字
で
す
ネ
。
川
の
中
に
ま

で
花
が
咲
い
て
。
誰
が
世

話

を

さ

れ

る

の

で

す

か
？
」
と
感
心
さ
れ
ま
し

た
。
わ
が
こ
と
の
よ
う
に

う
れ
し
く
、
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。
（
川
並
千
町
） 

 前回のクイズの答 

 

●枇杷 （びわ） 

●檸檬 （れもん） 

●瓢箪 （ひょうたん） 

●藺草 （いぐさ） 

●芥子 （けし・からし） 

●甘藍 （かんらん・ｷｬﾍﾞﾂ） 

●辣韮 （らっきょう） 

●梔子 （くちなし） 

●石榴 （ざくろ） 

●茄子 （なす） 

●椰子 （やし） 

 

 

正解者の皆さん 
 

川並孝裕さん 上野文子さん 

西堀利江さん 安澤美佐子さん 

安澤亜恵さん 川並千町さん 

古川きささん 安澤清則さん 

上野美幸さん 二階堂恵子さん 

上野璃子さん 阪東きぬさん 

木村 和さん 西堀はつ子さん   


